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中
国
で
は
ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
の
近
代
一
〇
〇

年
間
を
屈
辱
の
時
代
と
み
な
す
考
え
が
根
強

い
。
屈
辱
感
を
抱
か
せ
た
も
っ
と
も
大
き
な
理

由
は
、
外
国
に
強
い
ら
れ
た
多
く
の
不
平
等
条

約
に
あ
り
、
一
九
一
五
年
の
日
本
の
対
華
二
十

一
ヵ
条
要
求
は
こ
れ
ら
不
平
等
条
約
の
集
大
成

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
〉
1
〈
る
。
実

際
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
そ
の
交
渉
当
初
か
ら

中
国
国
民
の
激
し
い
批
判
を
受
け
、
反
日
・
民

族
意
識
の
喚
起
の
た
め
の
好
材
料
と
し
て
大
い

に
喧
伝
さ
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
研
究
面
に
お
い
て
も
、
日
中
両
国
は

対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
異
な
る
意
味
で
「
批

判
対
象
」
と
見
て
お
り
、
今
か
ら
一
〇
〇
年
も

前
の
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
論
は

つ
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
の

内
容
や
、
交
渉
過
程
、
国
際
的
影
響
、
そ
の
他

関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
相
当
の

蓄
積
が
あ
る
。
一
方
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
ど

の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
の
か
、
日
本
は
な
ぜ
こ

れ
を
中
国
に
求
め
た
の
か
、
と
い
っ
た
基
本
的

な
史
実
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
本
書
は
こ
れ
ら
の
疑
問
に
応
え

る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
個
々
の
研
究
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を
踏
ま
え
て
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
作
成
過

程
、
中
国
側
へ
の
提
出
、
そ
の
影
響
、
そ
し
て

本
要
求
を
め
ぐ
る
日
本
お
よ
び
海
外
の
動
向
を

ま
と
め
あ
げ
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
し
た
。
本

書
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
日
本
政
治
外
交
史
の

研
究
分
野
に
お
け
る
画
期
的
な
成
果
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
以
下
、
本
書
の
構
成
、
概
要
お
よ
び
特
徴
を

紹
介
し
、
著
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
点
を
明
示

す
る
と
と
も
に
、
中
国
側
の
視
点
を
加
え
て
論

評
し
て
み
た
い
。

本
書
の
構
成
と
そ
の
概
要

　
序
章
　
満
州
問
題
│
│
二
十
一
ヵ
条
要
求
の

起
源

第
Ⅰ
部
　  

二
十
一
ヵ
条
要
求
は
な
ぜ
提
出
さ
れ

た
の
か

　
第
１
章
　
二
十
一
ヵ
条
要
求
提
出
の
背
景

　
第
２
章
　
参
戦
外
交
再
考

　
第
３
章
　
参
戦
を
め
ぐ
る
世
論
と
国
内
政
治

　
第
４
章
　
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
策
定
過
程

第
Ⅱ
部
　  

二
十
一
ヵ
条
要
求
の
提
出
と
そ
の
波

紋

　
第
５
章
　
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
め
ぐ
る
外
交

交
渉

　
第
６
章
　
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
国
内
政
治

　
第
７
章
　
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
世
論

　
終
章
　
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　
序
章
で
は
、
対
華
二
十
一
ヵ
条
の
中
心
と
な

る
第
一
号
（
山
東
問
題
）
と
第
二
号
（
満
州
権

益
）
の
提
出
理
由
に
つ
い
て
論
じ
、
前
者
は
後

者
の
「
取
引
材
料
」
と
見
込
ま
れ
る
特
殊
な
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
日

本
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
が
こ
の
要
求
提
出

を
可
能
に
し
た
、
と
指
摘
す
る
。

　
続
く
第
Ⅰ
部
で
は
、
序
章
で
示
し
た
二
十

一
ヵ
条
要
求
提
出
の
理
由
に
続
き
、
提
出
の
過

程
に
焦
点
を
当
て
、
日
露
戦
争
後
の
日
中
関

係
、
加
藤
高
明
外
相
の
対
中
国
外
交
構
想
、
日

本
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
、
世
論
の
動
向
、

そ
し
て
二
十
一
ヵ
条
の
内
容
の
策
定
過
程
な
ど

を
論
じ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
第
一
章
は
次

の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
日
露
戦
争
後
の
日

本
は
、
清
朝
中
国
に
対
し
て
一
貫
し
て
強
硬
な

外
交
姿
勢
を
取
り
、
権
益
拡
張
の
要
求
を
認
め

さ
せ
て
き
た
。
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
こ
う
し
た

権
益
拡
張
要
求
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ

り
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
以
前
に
そ
の
原
型

お
よ
び
そ
れ
を
支
持
す
る
世
論
の
素
地
が
す
で

に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
日
露
戦
争
以
後
、
加

藤
高
明
は
内
政
優
先
の
立
場
で
あ
り
、
中
国
大

陸
へ
の
進
出
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
二
十

一
ヵ
条
要
求
の
中
で
も
悪
名
高
い
第
五
号
（
日

本
人
の
政
治
・
軍
事
顧
問
配
置
、
日
本
製
武
器

購
入
等
の
希
望
事
項
）
は
、
彼
の
本
来
の
外
交

構
想
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
強
硬
な
国

内
世
論
に
配
慮
し
た
た
め
に
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
、
と
い
う
。

　
第
二
章
で
は
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
日
本
が

第
一
次
世
界
大
戦
に
早
期
参
戦
を
行
っ
た
動
機

で
あ
り
、
必
然
的
帰
結
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
ま
た
、
加
藤
高
明
は
ド
イ
ツ
か
ら
得
た

山
東
半
島
の
中
国
還
付
問
題
を
取
引
材
料
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
懸
案
の
満
州
問
題
を
解
決

し
よ
う
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
い
た
、
と
そ
の

外
交
戦
略
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　
第
三
章
で
は
、
日
本
の
第
一
次
世
界
大
戦
参

戦
後
、
直
ち
に
対
外
権
益
の
拡
張
を
求
め
る
強

硬
外
交
論
が
沸
き
起
こ
り
、
満
州
権
益
の
租
借

期
限
延
長
や
中
国
で
の
新
規
権
益
獲
得
な
ど
と

具
体
的
主
張
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
と
り
わ
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け
雑
誌
『
新
日
本
』
な
ど
が
中
国
大
陸
進
出
を

煽
る
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
四
章
で
は
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
策
定
過
程

に
つ
い
て
、
⑴
参
戦
を
利
用
し
て
中
国
権
益
の

維
持
・
獲
得
を
図
る
こ
と
に
関
し
、
元
老
が
必

ず
し
も
反
対
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
中
国
へ
の

要
求
が
膨
れ
上
が
る
一
要
因
に
な
っ
た
こ
と
、

⑵
陸
軍
お
よ
び
在
野
の
対
外
硬
派
は
中
国
で
の

権
益
拡
張
に
積
極
的
で
あ
り
、
ま
た
同
志
会
・

政
友
会
の
二
大
政
党
の
対
中
国
政
策
は
積
極
的

な
権
益
を
求
め
る
こ
と
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た

こ
と
、
⑶
要
求
第
五
号
に
対
す
る
加
藤
高
明
の

態
度
は
一
貫
性
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

を
指
摘
す
る
。

　
続
い
て
、
第
Ⅱ
部
は
三
章
よ
り
な
り
、
二
十

一
ヵ
条
要
求
提
出
後
に
生
じ
た
諸
問
題
を
取
り

上
げ
る
。

　
第
五
章
は
、
特
に
二
十
一
ヵ
条
要
求
提
出
後

の
日
中
両
国
の
交
渉
の
仕
方
の
違
い
に
注
目
す

る
。
日
本
側
が
一
九
〇
五
年
の
北
京
条
約
の
秘

密
交
渉
方
式
を
モ
デ
ル
と
し
て
意
識
し
た
の
に

対
し
、
中
国
側
は
第
五
号
を
含
む
二
十
一
ヵ
条

要
求
の
内
容
を
各
国
の
中
国
駐
在
外
交
官
や
内

外
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
リ
ー
ク
し
、
欧
米
列
強

の
介
入
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
側
の
要
求

を
挫
こ
う
と
狙
っ
た
。
実
際
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ

れ
で
対
日
不
信
感
を
抱
い
た
。
だ
が
、
五
月
七

日
、
加
藤
高
明
は
最
終
的
に
第
五
号
を
除
き
、

要
求
の
受
諾
を
求
め
る
最
後
通
牒
を
発
す
る
こ

と
に
踏
み
切
っ
た
。

　
第
六
章
は
論
述
の
対
象
を
各
国
の
世
論
お
よ

び
日
本
の
国
内
政
治
に
移
し
、
こ
れ
ら
内
外
の

要
素
が
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉

に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

と
り
わ
け
、
大
隈
内
閣
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の

対
応
は
拙
か
っ
た
が
、
国
内
メ
デ
ィ
ア
に
対
し

て
は
あ
る
程
度
効
果
的
な
対
策
を
取
っ
て
い
た

こ
と
、
雑
誌
『
外
交
』『
新
日
本
』
な
ど
も
政

府
の
宣
伝
を
助
け
、
大
隈
支
持
者
の
結
束
を
固

め
た
こ
と
を
検
証
し
た
。

　
第
七
章
で
は
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
内
外
で

多
大
の
非
難
を
受
け
た
と
い
う
通
説
に
対
し
、

著
者
は
『
東
京
経
済
雑
誌
』『
実
業
之
日
本
』

を
事
例
に
、
一
九
一
五
年
一
月
末
以
降
の
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
報
道
は
む
し
ろ
二
十
一
ヵ
条
要
求

の
貫
徹
を
強
く
要
求
し
、
日
本
政
府
を
鞭
撻

し
、
中
国
側
を
批
判
し
て
い
た
と
論
じ
る
。
ま

た
、
高
橋
義
雄
の
日
記
に
基
づ
き
、
元
老
山
県

有
朋
、
井
上
馨
を
は
じ
め
、
財
政
界
の
指
導
者

の
間
に
は
強
硬
一
辺
倒
の
世
論
と
は
距
離
を
取

る
も
の
が
一
定
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。

　
こ
う
し
て
、
五
月
二
五
日
、
日
中
間
で
二
つ

の
条
約
（
山
東
省
に
関
す
る
条
約
、
南
満
州
お

よ
び
東
部
蒙
古
に
関
す
る
条
約
）
と
一
三
の
交

換
公
文
が
締
結
さ
れ
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
最

終
的
に
国
際
条
約
の
形
を
取
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
満
州
権
益
を
安
定
化
さ
せ

る
と
い
う
日
本
の
所
期
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た

か
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
強
い
抵
抗
や

日
本
の
国
際
環
境
の
悪
化
を
見
て
、
加
藤
高
明

は
内
心
、
割
り
切
れ
な
い
思
い
を
持
ち
続
け

た
。
一
九
二
四
年
、
加
藤
は
首
相
に
就
任
し
、

幣
原
喜
重
郎
を
外
相
に
登
用
し
、
幣
原
外
交
と

称
さ
れ
る
国
際
協
調
外
交
を
推
進
し
た
が
、
そ

こ
に
は
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
い
う
「
世
紀
の
失

敗
」
へ
の
加
藤
の
痛
切
な
反
省
が
働
い
た
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
に
強
く
主

張
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
書
の
タ
イ
ト
ル
「
二

十
一
ヵ
条
要
求
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
の
問
い

に
答
え
、
本
書
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
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本
書
の
特
徴

　
⑴
　
本
書
は
五
〇
〇
頁
近
く
に
の
ぼ
る
大
作

で
あ
る
が
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
構
成
は
明
確
で
あ
り
、
論
述
の
流
れ
は
分

か
り
や
す
い
。
序
章
と
終
章
を
除
き
、
本
書
の

中
核
部
は
「
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
な
ぜ
提
出
さ

れ
た
の
か
」
と
「
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
提
出
と

そ
の
波
紋
」
の
二
部
か
ら
な
る
。
内
容
的
に
は

一
九
一
〇
年
代
日
本
の
政
治
・
外
交
の
両
面
を

カ
バ
ー
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
吸
収
し

て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
対
華
二
十
一
ヵ
条
要

求
の
全
体
像
を
構
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
⑵
　
本
書
は
着
実
な
研
究
手
法
に
よ
る
実
証

的
歴
史
研
究
で
あ
る
。
序
章
に
お
い
て
、
著
者

は
二
十
一
ヵ
条
要
求
に
関
す
る
日
本
と
欧
米
の

先
行
研
究
を
網
羅
的
か
つ
緻
密
に
検
討
を
行
っ

た
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
の
到
達
点
と
残
さ

れ
た
課
題
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
上
で
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
・
新
聞

記
事
、
加
藤
高
明
周
辺
の
人
物
資
料
な
ど
新
資

料
の
発
掘
に
よ
り
、
新
た
な
結
論
を
導
く
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
本
書
は
「
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
」

研
究
の
難
題
で
あ
っ
た
以
下
の
三
点
に
つ
い

て
、
新
た
な
事
実
を
発
掘
し
た
。
す
な
わ
ち
、

加
藤
外
相
の
外
交
指
導
、
イ
ギ
リ
ス
が
交
渉
に

与
え
た
影
響
、
日
本
の
世
論
の
動
向
に
つ
い

て
、
で
あ
る
。

　
⑶
　
本
書
の
広
範
な
資
料
の
駆
使
と
新
資
料

の
発
掘
も
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
二

十
一
ヵ
条
要
求
に
関
す
る
資
料
や
加
藤
周
辺
の

一
次
資
料
な
ど
の
残
存
状
況
は
良
く
な
い
。
例

え
ば
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
、
閣

議
の
記
録
は
残
さ
な
い
慣
例
で
あ
り
、
ま
た
第

一
次
世
界
大
戦
期
の
外
交
に
関
し
、
加
藤
外
相

や
大
隈
重
信
首
相
の
日
記
等
の
個
人
文
書
は
存

在
せ
ず
、
そ
の
周
辺
の
人
物
も
あ
ま
り
記
録
を

残
さ
ず
、
外
交
交
渉
の
当
事
者
も
ま
と
ま
っ
た

文
書
を
ほ
と
ん
ど
残
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め

二
十
一
ヵ
条
要
求
の
実
証
的
な
研
究
は
長
く
困

難
で
あ
っ
た
（
二
二

－

二
三
頁
）。

　
こ
れ
に
対
し
、
著
者
は
外
務
省
外
交
史
料
館

所
蔵
の
日
本
外
交
文
書
の
ほ
か
、
様
々
な
周
辺

資
料
に
当
た
り
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
突
き
合
わ

せ
る
と
い
う
地
道
な
作
業
を
行
っ
た
。
そ
し

て
、「
望
月
小
太
郎
関
係
文
書
」「
二
上
兵
治
関

係
文
書
」「
小
川
平
吉
関
係
文
書
」
等
の
個
人

文
書
お
よ
び
日
本
の
新
聞
・
雑
誌
を
体
系
的
に

利
用
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
や
ア
メ
リ

カ
外
交
文
書
、『
タ
イ
ム
ズ
』『
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
な
ど
欧
米
の
資
料
を

も
駆
使
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
内
外
の
資
料
の
積
極
的
利
用
に
よ

り
、
当
時
の
全
般
的
な
政
治
状
況
を
ふ
ま
え

て
、
加
藤
高
明
の
外
交
構
想
を
内
在
的
に
理
解

し
、
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
本
書
の
一
大
特
徴

で
あ
る
。
ま
た
、
内
容
的
に
も
、
本
書
に
は
著

者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
点
、
解
明
点
が
随
所
に

あ
る
。
以
下
で
は
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
め
ぐ

る
著
者
の
新
し
い
観
点
を
取
り
上
げ
て
、
中
国

側
の
視
点
と
対
照
し
て
考
え
て
み
た
い
。

比
較
の
視
点
か
ら
み
た 

二
十
一
ヵ
条
要
求
関
連
の
諸
問
題

　
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
受
け
手
は
袁
世
凱
政
権

で
あ
っ
た
が
、「
世
紀
の
大
問
題
」
と
し
て
長

く
中
国
の
政
治
と
社
会
、
対
外
関
係
に
影
響
を

与
え
、
一
〇
〇
年
た
っ
た
今
で
も
中
国
で
は
批

判
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
日
中
両
国

間
の
経
済
・
文
化
の
交
流
が
こ
れ
だ
け
進
ん
で
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い
る
中
に
あ
っ
て
、
な
ぜ
、
こ
の
問
題
に
関
す

る
両
国
の
認
識
は
並
行
し
て
交
わ
る
と
こ
ろ
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
二
一
世
紀
に

入
り
、
中
国
が
国
際
社
会
へ
の
参
加
を
重
視
す

る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
北
京
政
府
の
外
交

政
策
や
関
連
す
る
人
物
へ
の
評
価
も
改
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
言
え
、
二
十
一
ヵ
条

要
求
の
事
実
と
評
価
を
め
ぐ
る
、
日
中
間
の
隔

た
り
は
な
お
大
き
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
以
下
、
本
書
に
提
示
さ
れ
た
著
者
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
四
つ
の
論
点
に
つ
い
て
、
受
け
手
の
中

国
側
は
ど
う
見
て
い
た
の
か
、
ど
う
関
わ
っ
て

い
た
の
か
、
中
国
語
圏
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
比

較
し
て
み
よ
う
。
⑴
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
提
出

と
日
本
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
と
の
関
係
、

⑵
要
求
第
五
号
の
作
成
過
程
、
⑶
二
十
一
ヵ
条

要
求
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
わ
り
、
⑷
二
十
一
ヵ

条
要
求
と
世
論
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
提
出
と
日
本
の

第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
と
の
関
連
に
つ
い
て
。

著
者
は
、
両
者
を
統
一
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ

り
、
加
藤
高
明
は
山
東
問
題
を
満
州
権
益
維
持

の
た
め
の
「
取
引
材
料
」
と
位
置
づ
け
て
い
た

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
一
方
、
中
国
で
は
過
去
で
も
現
在
で
も
、

そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
の
山
東
権
益
は
大
戦
後
中

国
に
返
還
す
べ
き
も
の
で
、
第
三
国
の
「
取

引
材
料
」
に
な
る
理
由
は
な
い
と
考
え
る
人
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
〉
2
〈

る
。
そ
の
た
め
、
五
四
運
動
で

は
「
還
我
青
島
！
」（
青
島
を
返
せ
）、「
廃
除

二
十
一
条
！
」（
二
十
一
ヵ
条
撤
廃
）
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
高
く
掲
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
中
国

人
研
究
者
は
二
十
一
ヵ
条
と
第
一
次
世
界
大
戦

と
の
関
わ
り
と
い
う
と
も
っ
ぱ
ら
パ
リ
講
和
会

議
で
の
交
渉
に
重
点
を
置
き
、
日
本
の
第
一
次

世
界
大
戦
参
戦
は
、
そ
の
大
陸
進
出
の
加
速
や

中
国
で
の
利
権
拡
大
の
た
め
の
行
動
と
見
な
す

の
が
主
流
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
大
陸
で
は

郎
維
成
「
再
論
日
本
大
陸
政
策
和
二
十
一
条
要

求
」、
台
湾
で
は
陳
三
井
「
陸
徴
祥
與
巴
黎
和

会
」
な
ど
の
研
究
が
そ
の
例
で
あ
〉
3
〈

る
。

　
つ
ぎ
に
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
中
で
最
も
問

題
視
さ
れ
る
第
五
号
に
つ
い
て
。
著
者
は
加
藤

高
明
伝
〉
4
〈

記
な
ど
の
関
連
資
料
の
整
理
を
通
じ

て
、
そ
の
作
成
過
程
を
探
り
、
こ
う
結
論
づ
け

た
。
要
求
第
五
号
に
関
し
て
、
加
藤
自
身
に
よ

る
明
確
な
説
明
は
な
い
こ
と
。
第
五
号
は
日
本

国
内
の
様
々
な
勢
力
か
ら
の
要
求
を
盛
り
込
ん

だ
「
対
内
的
譲
歩
」
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。
外
交
一
元
化
を
主
張
す
る
加
藤
は
陸
軍
と

対
決
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
こ
と
。
加
藤
は
、
本

交
渉
開
始
時
に
は
第
五
号
を
「
取
引
材
料
」
と

し
て
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
意
思
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
（
一
四

－

一
五
頁
）。

　
し
か
し
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
内
容
、
と
り

わ
け
第
五
号
各
条
に
対
す
る
中
国
側
の
反
感
、

危
機
感
は
日
本
人
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た

も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
で
は
最
終
的
な
交
渉
結

果
よ
り
も
、
全
五
号
二
一
条
に
わ
た
る
広
範
、

過
酷
な
要
求
そ
れ
自
体
が
知
れ
わ
た
り
、「
二

十
一
条
」
の
名
称
も
定
着
し
た
。
人
々
は
と
く

に
第
五
号
の
内
容
に
注
目
し
、「
中
央
政
府
で

の
日
本
人
顧
問
雇
用
、
警
察
と
兵
器
の
日
本

化
」
な
ど
は
、
ま
さ
に
中
国
を
「
亡
国
滅
種
」

の
窮
地
に
追
い
込
む
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
対

外
的
な
危
機
感
と
屈
辱
感
も
こ
れ
に
由
来
し
、

代
々
受
け
継
が
れ
た
。
そ
の
た
め
、
第
五
号
の

内
容
を
含
む
二
十
一
ヵ
条
要
求
全
体
が
研
究
の

対
象
と
な
り
、
袁
世
凱
や
外
交
担
当
者
に
批
判

が
集
中
す
る
こ
と
と
な
っ
〉
5
〈

た
。
た
だ
し
、
近
年

は
袁
世
凱
の
帝
政
と
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
の
関

連
や
、
二
十
一
ヵ
条
「
要
求
」
と
「
条
約
」
の
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区
別
な
ど
、
従
来
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
是
正

す
る
動
き
も
現
れ
て
い
〉
6
〈

る
。

　
続
い
て
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
イ
ギ
リ
ス
と

の
関
連
に
つ
い
て
、
著
者
は
以
下
の
よ
う
に
指

摘
す
る
。
二
十
一
ヵ
条
要
求
が
中
国
に
提
出
さ

れ
た
後
、
日
英
は
同
盟
関
係
で
は
あ
っ
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
（『
タ
イ
ム
ズ
』『
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』）
の
対
日
態

度
は
著
し
く
悪
化
し
た
。
二
十
一
ヵ
条
要
求
の

外
交
交
渉
に
お
い
て
、
英
国
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
モ
リ
ソ
ン
（G

eorge 
E

rnest M
orrison

）、
フ
レ
イ
ザ
ー
（D

avid 
Fraser

）
ら
の
活
動
は
、
袁
世
凱
政
権
の
巧
み

な
対
抗
策
に
も
貢
献
し
た
と
い
う
。

　
中
国
側
は
基
本
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア

の
活
動
を
肯
定
的
に
見
て
い
る
。
二
十
一
ヵ
条

要
求
の
外
交
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
袁
世
凱
が

伝
統
的
な
「
以
夷
制
夷
」
の
策
を
取
〉
7
〈

り
、
駐
英

公
使
の
施
肇
基
や
顧
問
の
モ
リ
ソ
ン
ら
に
働
き

か
け
、
外
国
に
情
報
を
リ
ー
ク
す
る
な
ど
し

て
、
日
本
牽
制
の
た
め
積
極
的
に
活
動
し
た
こ

と
は
、
近
年
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従

来
の
売
国
奴
と
い
う
評
価
は
否
定
さ
れ
つ
つ

あ
〉
8
〈
る
。

　
最
後
に
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
世
論
と
の
関

係
に
つ
い
て
。
著
者
は
、
沸
騰
し
た
日
本
の
世

論
に
よ
っ
て
要
求
内
容
が
膨
れ
上
が
り
、
交
渉

開
始
後
も
条
件
の
緩
和
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。
当
時
大
隈
首
相
が
主
宰
し
た
月

刊
『
新
日
本
』
の
ほ
か
、『
東
京
経
済
雑
誌
』

『
実
業
之
日
本
』
な
ど
主
要
な
新
聞
・
雑
誌
の

論
調
を
精
査
し
、
そ
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た

こ
と
を
論
証
し
た
。

　
中
国
で
も
、
こ
の
時
期
す
で
に
メ
デ
ィ
ア
や

世
論
が
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
代
表
的
な
新
聞
『
申
報
』（
上
海
）

で
は
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
に
対
し
て
中
国
民
衆

は
直
ち
に
反
応
し
、
各
地
で
反
対
運
動
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
袁

世
凱
は
二
十
一
ヵ
条
要
求
の
内
容
を
リ
ー
ク
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
世
論
の
反
対
運
動
を

引
き
起
こ
し
、
対
日
交
渉
に
う
ま
く
利
用
し
、

ま
た
世
論
の
高
揚
を
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

た
の
で
あ
〉
9
〈

る
。

本
書
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と

　
最
後
に
、
本
書
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
二

点
述
べ
る
。
第
一
に
、
本
書
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

に
「
第
一
世
界
大
戦
と
日
中
対
立
の
原
点
」
を

付
け
て
い
る
が
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
に
よ
る
日

中
対
立
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
論
述
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
対
華
「
二
十
一
ヵ
条
」
要
求

が
日
中
関
係
を
悪
化
さ
せ
、
日
中
対
立
の
原
点

と
な
っ
た
と
い
う
見
解
は
す
で
に
長
く
認
め
ら

れ
、
一
般
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
日
本

の
中
国
研
究
者
に
よ
る
概
説
〉
10
〈
書
や
中
国
大
陸
お

よ
び
台
湾
の
先
行
研
究
な
ど
で
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
〉
11
〈

る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
史
研
究
の
分
野

で
は
ま
だ
十
分
普
及
し
た
見
方
で
は
な
い
、
と

い
う
点
で
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
で
あ
る
と
も
評
価
で
き
る
。

　
第
二
に
、
本
書
で
示
さ
れ
た
著
者
の
観
点
や

関
連
す
る
日
本
側
の
見
解
な
ど
は
、
本
書
の
刊

行
に
よ
り
、
よ
り
ま
と
ま
っ
た
形
で
中
国
側
に

伝
わ
り
、
中
国
側
の
研
究
と
相
補
的
な
存
在
と

な
り
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
こ
れ
ま
で
並
列

的
に
行
わ
れ
て
き
た
両
国
の
二
十
一
ヵ
条
問
題

の
研
究
が
互
い
に
交
差
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を

も
た
ら
す
だ
ろ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
本
書
の

読
者
は
中
国
側
の
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
読

む
こ
と
を
勧
め
る
。
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注
〈
1
〉 
例
え
ば
、
日
中
戦
争
期
の
蔣
介
石
の
言
論

に
現
れ
て
い
る
。
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
『
蔣
介
石

秘
録
』
四
、「
対
日
屈
辱
外
交
」
サ
ン
ケ
イ
新

聞
社
出
版
局
、
一
九
七
五
年
、
一
三
〇
頁
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
示
す
研
究
の
早
期
の

例
と
し
て
、
林
明
徳
「
民
初
日
本
対
華
政
策
之

探
討1911 ‒1915

」『
中
央
研
究
院
近
代
史
研

究
所
集
刊
』
四
・
下
、
一
九
七
四
年
参
照
。

〈
2
〉 

当
時
の
北
京
政
府
側
の
見
方
を
例
に
挙
げ

る
と
、
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
受
け
た
二
月
一
九

日
、
王
慕
陶
は
袁
世
凱
に
上
書
し
、「
戦
後
、

ド
イ
ツ
は
侵
略
地
を
返
還
す
べ
き
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。
天
津
市
歴
史
博
物
館
館
蔵
『
北
洋

軍
閥
史
料 

袁
世
凱
巻
』
一
、
天
津
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
六
年
、
五
九
七
頁
。

〈
3
〉 

そ
の
他
、
馮
青
「
中
国
に
お
け
る
第
一
次

世
界
大
戦
の
研
究
状
況
」
軍
事
史
学
会
編
『
第

一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
影
響
』（『
軍
事
史
学
』

第
五
〇
巻
第
三
・
四
合
併
号
）
錦
正
社
、
二
〇

一
五
年
参
照
。

〈
4
〉 

伊
藤
正
徳
編
『
加
藤
高
明
』
上
・
下
、
加

藤
伯
伝
記
編
纂
委
員
会
、
一
九
二
九
年
。

〈
5
〉 

例
え
ば
、
馬
良
玉
「
袁
世
凱
与
“
二
十
一

条
”」『
歴
史
教
学
』
二
〇
〇
五
年
第
二
期
。

〈
6
〉 

張
国
平
・
呉
佩
林
「
中
日
“
二
十
一
条
”

交
渉
与
袁
世
凱
帝
制
野
心
無
関
│
│
読
白
蕉

〈
袁
世
凱
与
中
華
民
国
〉」『
西
昌
師
範
高
等
専

科
学
校
学
報
』
二
〇
〇
三
年
第
一
五
巻
第
一

期
、
張
振
鵾
「
再
説
“
二
十
一
条
”
不
是
条
約

│
│
答
鄭
則
民
先
生
」『
近
代
史
研
究
』
二
〇

〇
〇
年
第
一
期
な
ど
。

〈
7
〉 

石
源
華
「
略
論
袁
世
凱
与
北
京
政
府
外

交
」
金
光
耀
・
王
建
朗
主
編
『
北
洋
時
期
的
中

国
外
交
』
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、

一
五
七

－
一
六
八
頁
。

〈
8
〉 

呂
慎
華
「
袁
世
凱
的
外
交
策
略
│
│
以
中

日
二
十
一
条
交
渉
為
中
心
」、
同
右
書
、
一
六

九
－

一
九
三
頁
。

〈
9
〉 

李
永
春
「
中
日
“
二
十
一
条
”
交
渉
与
袁

世
凱
政
府
的
新
聞
策
略
」『
江
西
社
会
科
学
』

二
〇
〇
六
年
第
九
期
な
ど
。

〈
10
〉 
小
島
晋
治
・
丸
山
松
幸
『
中
国
近
現
代

史
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年
、
七
八
頁
は
、

「
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
日
本

と
中
国
の
間
に
決
定
的
な
溝
を
つ
く
り
だ
し

た
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
久
保
亨
・
土
田
哲

夫
・
高
田
幸
男
・
井
上
久
士
著
『
現
代
中
国
の

歴
史
│
│
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
四
二

－

四
三

頁
参
照
。

〈
11
〉 

林
明
徳
前
掲
論
文
は
、「
二
十
一
ヵ
条
要

求
は
日
清
戦
争
以
後
の
日
本
帝
国
主
義
の
大
陸

政
策
の
集
大
成
で
あ
り
、
中
国
人
の
覚
醒
を
促

し
、
挙
国
一
致
の
反
日
感
情
を
激
発
し
て
日
中

間
の
長
期
に
わ
た
る
反
目
の
禍
根
と
な
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
。


